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「曽轟止下に闊する義民綱董J徽璽報告

森　廉俊
1．問題

内閣府が想定する「首都直下地丸の発災後、都民の遭難生清はどのようなものになる

だろうか。東日本大震災前から、私たちは大規模な広域避難にどのように償えるべきか、

知見を得るために（1加東大震災の歴史的考嘱」カ阪神淡路大震災による県外避難者の｛査

研究を進めてきた。それらをふまえて、東京都以外の遭府県出身者で、現在、都内に生活

する人に甘柿直下地震ならびに防災、避難、疎開に関する｛査を実施した。

2．方法

『査の概算は次の通りである。

闊 査 方 法 ＝W e b に よ る オ ン ライ ン綱 査 l

覇 査 時 期 ：2 0 1 2 年 1 月 14 日～ 1 6 日】

蠣 査 対 鏡 ：（株 ） サ ー ベ イ リサ ー チ セ ン タ ー の 欄 査 モ ニ タ ー （都 内在 住 者 ）

回 収 数 ：16 5 6 素 （男 女 、 2 0 歳 か ら 7 9 歳 まで の年 鴨 、 出 身 遭 府 県 ・地 域 ブ ロ ッ ク区 分 を

基 本 に 、 目標 回 答者 数 を 設 定 し、 ス ク リー ニ ン グ『 査 を行 い 、 回 答 者 数 を 得 る）

3．結果

3．1首都直下地震の認知と傭え

本欄査では・薫京都以外の道府県出身の都民に対し、首都直下地震ということば、発生

確率、被害想砂を知っているかどうか尋ねた．まず、首都直下地震ということばについて

軋－9書以上の回答者が「叩いたことがある」と回答している．但し、20蠣代は他の年齢
層に比べ認知度が低い（図1）。

ほ0年以内に70％以上」という発生機軋こついては、男女とも7割の回答者が「知っ

ている」と回答している。発生穣率の罷知についても、20歳代、30義代は他の年齢肌こ

比べて粗知よが低くなっている（国は）．

故事想定について軋「知っていた」との回答は2割で、「少し知っている」をあわせる

と7割である。この2つの選択肢をあわせて、男性よりも女性が、年齢層の高い方が罷知

度は高い（図軋

】Wめに上るインターわト■竃にともなう田著書月性の′くイアスとして、轟讐鷹・轟収入の仰棚められる．バ
イアスの膵儀は∴沙10年8月真義の住民暮本台嶋による¶化2員馴化墾行った■竃と別濃比較する．
壌貴大肇穐義研究所・平畑緻仕に上るrM7膿雷轟‘下嵐震、4年内7帆（繍充網■凱2年1月朝日）の徽義
という一義の鞭遭以仙こ真義は捧丁しており、この件の回書青への影雷はない．
坤の1＄嶋1遽16鵬の嶋倉、鐘鴨全義嶋欺・火災巣失糠最が杓郎万、寛薯は約11畑仰人、霊傷曹緻87聞入
h坤伽・hl山i・臥仰仲山唖血山鳩棚軸山両脚．p〟

1

函1「首都直下地熟ということばの罷知度（男女・年齢層別）帥＝16弼M＝849．F萄07】

周2・発生轟率の罷知度（男女・年鴨層別）加＝1666；M＝849，弼07】
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2012．3．2（土）
13：∝卜14：00

■知っていた　　　　■少し知っていた

3ほとんど知らなかった■全く知らなかった

0％　　　即％　　　40％　　　肌　　　00％　　100％

函3被書想定の認知度（男女・年齢膚別）帥＝1656；M＝糾9．F司氾7】

地震災書への傭えについては、「ラジオ」・鴨t池上r丸、「食料品」の傭馨が5鞠愴越

えている（回航但し、「非常持出袋」になると4割である．

避難行勤については・「指定遊離場所」の龍野は6凱懐族との連絡手段の経机と「災

害時州宅′トトの確執は5書は割っているor防災、避難訓練への蓼加」は2書に止まっ

ており・「自主防災組織への加入」は5％に瀧たない●意外なことに、東日本大震災や台風

被害による冊宅困難着問題があった後でもr綿毛支捜マップ」の購入は1割に糟たない。

住居については、慢具の転倒防止」が4乱r地震保険への加入」が3割、「住まいの耐

震静的は2割、「住まいの耐震改修」は1割である。

戸建てか集合住宅か、また持ち家か借家・賃貸かという居住形態と地震保険への加入を

見れば、戸建て・集合住宅とも持ち家の人は約半数が加入しているが、僻・賃貸の場合
は2割以下となっている（図6）

さまざまな備えの中でも敷居の高い「住まいの耐震改饉」について見れば、暮らし向き

（主観による生活レベルの自己騨価）に従って、実施したかどうかに違いがあることがわ
かる（周6）．

201Ⅰ牛虞　鵬酉半民大事災書覆『欄鷹研兜所　研究職昔全
景災韓闊研究会

■している

5．ラジオ

2．覿t池の傭讐

10．指定濃難所の職級

3．水の傭雷

4．食料品の儀讐

14．家族との連絡手段の鶉罷

6．家鼻の転倒防止

1．非常持出袋

12．災讐時帰宅ルートの儀艶

9．地震保験への加入

11．防災・遭難臍線への蓼加

7．住まいの耐震鯵断

8．住まいの耐震改修

13．帰宅支援マップの購入

15．自主防災組織への加入

訓は3．2（土）
1：I：00－14：00

■していない

0％　　20，1　40，1　60％　　80％　100％

図4　曹都眞下地震への傭え【N＝1656】
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Hけ∝ト】1：00

図6　居住形態と地震保険の加入加三1656】

図6　生活レベル（主覿）と耐震改修帥＝18砧1

3・2　都市住民の近所づきあいと家族

大都会に住まいする者にとって・プライバシーが確保され、慣わしいつきあいのない生

活は本来メリットであるが・災害時には助け合いの妨げとなり、自らの生命・財産を危う

くするおそれがある．回答からは、全体で3割の人が隣人について何も知らず、あいさつ

をするのも5書程度である（図7）。20機代、30義代については9割がl月々の暮らしに

ついての会軌さえしない。これに対して、60歳代、釦鰻代の2曹腋「日々の暮らしに

ついての会軌をする程度のつきあいがある○いずれの年齢膚においても、r立ち入った相
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加11年度　併有学院大学災書慎｛欄虞研兜断　研究鍬官舎
鼻炎疇｛研究会 2012．3．2（土〉

13：仙－14：00

観ができる程よのつきあいがある」隣人のいる人は5％未濃である。

自治会や町内会への蓼加については、年齢層が高くなるほど関与が高まるが、00畿代、

70幾代でも「積極的に蓼加している」との回答は1割に満たない個8）。20義代では「必

要最低限の蓼加」を含めても1割で、勤鎗代も2割に清たない．40蠍代で2割、如歳代

で3割の蓼加が罷められる程度であり、あらためて都民の自治会・町内会への関与の低さ

がわかる。

これに対して、鏡とのつながりはどうであろうか。ここでは男性よりも女性の方が棟を

断わる頻度がやや高くなっている（図9）。1年に1回は鴨ねる人は、加歳代・30幾代が

8割、側線代が7乱帥幾代が6割、伽歳代が4割と年齢構成上、妥当な綾果となって

いる。

図7　近所づきあい（男女・年齢層別）餌＝1656；M報個，F＝807】



祁11年度　腑百讐院大学災書複｛欄鷹研究所　研究嶋告全
霊災離れ研究会

■積極的に蓼加している　　　　　■必璽最低限の蓼加をしている

：■ほとんど参加していない　　　　　■全く蓼加していない

0，i　　　　20，i　　　　40％　　　　釦％　　　　80％

2012．3．2（土）
13：∝ト川：00

図8　自治会・町内会への参加（男女・年齢層別）帥＝1656M＝849，匹80Ⅵ

加11年度　F打学院大学災書慎｛欄虞研究所　研究輪台全
霊災疇｛研究会 2012．3，2（土）

13：00．14：00

図9　親をたずねる頻度（男女・年齢層別）加＝1666朗報劇，F尋07】
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13：∝ト】1：00

3．3　最期避難・疎開の意向

本爛査では「首都直下地震によって、最期避難（＝疎開）が必要になった場合、東京都

以外の道府県による被災者牧挫策に応じて地方に疎肌するかどうかを尋ねている。男女、

年齢机こ関わらず、8書偶がr行くJと回答している（図10）。但し、嶋き盛りの亜歳代

において、「行かない」という回答がやや多いことに注意する必賓がある。

また・18濃以下の子どもがいる場合といない場合で、碑的意向に差があるかを見ると、

いる場合には疎開意向が低くなる傾向が窺える【ズ2検定pく．01日図11）。

図10　地方への疎開意向帥＝1656加胡9丹田07】

図11高校生以下の子どもがいる場合の疎朋意向

また・自治体間の「対ロ支軌（災害で都内に住めなくなった場合に傭えで、都民と被災

者を受け入れる地方団体との間で・災書が起こる前から漉難や疎開についての協定を緒ん

9

加11年度　n百年陳大学災書証鼻鵬虞研究所　研大嶋書会
雷災疇｛研究会 2012．3，2（土）

Hけ∝トll：00

でおこうという取り組み）について、知っているか鴨ねたところ、知っているのは全体の

2軌こ止まった（図12）。年齢膚が高くなるについて認知度が轟くなるのは、先に見た首

都直下地熱こついての馳知慮と同棲の傾向である。

広域避難者や疎贋書を支捜する地方自治体においては、避難を契機として定住を促すよ

うな施策をとるところもある現況にtみ、その施策の賛否について尋ねたところ、概ね8

割は賛成であった（図13）。

首都機能の分散についても賛否を鼻ねたが、9書llの賛成であった（図14）。但し、20績

代はやや否定的であった。

図12　対ロ支援の陣知度（男女・年餉層別）帥＝16捕；M三849，F司07】



2011年度　綱酉学院大半災警薗｛欄塵研究新　研究徽告会
震災韓疇研究会

紬12．3．2（土〉
18：ひ【ト14：叫

図13疎開を契機とした定住政策への賛否（男女・年齢雷別）餌＝1666；M司49，F萄07】

沙11年度　｛薗牛匪大学災書社員鵬虞研究所　研究嶋告魚
雷災疇（研彙会

ヨ賛成●反対

0％　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％

図14　首都機能分散への賛否（男女・年岬層別）帥＝1656；M＝8侶lF朝07】

3．4　社会意義

本｛萱では、性別、年鱒、年収、居住環境など基本属性の他、壌開意向や避難行動の悦

明変数として、社会意義について尋ねている。

まず「運命Jに関して、災書では「そう思う」と「まあそう患う」をあわせて9割近く

が運命だと回答している（図16）．これは「事軌が8書梱、「病丸が6刊であることに

比べて高い。ただ、「災書は人間が自然を破義したことに対する報いである」というr天慮

軌については、rそう患うJと「まあそう患うJをあわせて4割弱であることをあわせて

考えると災書は人間がコントロールできる事柄ではないが、人間に非があるものではない

という見方が背景にあることが痍える。災書が人間の手に負えないことは、「今の世の中で

は‾人‾人の人間はあまりにも無力である」という項日で「そう思う」とはあそう思う」

をあわせると6恥こなることからもわかる○天韓輪は日本人の災青嶋をめぐる儀鎗の中で、

ひとつの焦点であるが、男女、年齢朋耶こ見ると、男性よりも女性の方がやや同意する傾

向にあり、年齢層が高いほどそう考える傾向が見て取れる個16）。

防災対策の有効性に関わるr人間がどんなに対策をとっても、地震の板書を減らすこと

はできない」という項目でも半数が同意し、半数がそうは思わないというように人智のコ

12



2011年度　騨西半焼大攣災書撫鼻蠣虔研究所　研究嶋告会
虞災難開研饗会

201乙I．2（土）
1：I：○【ト14：【帽

ントロールの評価とあわせて、東日本大震災後の天放論を再考する意義は少なくない。

政治慧職に関しては、「政治のことよりも自分の生清のほうが大事だ」とするの軋「そ

う思う」と「まあそう思う」をあわせて7割乳r政治のことは離しすぎて自分にはよくわ

からない」が「そう患う」と「まあそう思う」をあわせて4割であった。

情凱こ関して軋「私は人を借蠣するほうであるJが「そう思う」と「まあそう思う」を

あわせて7割弱あるのに対して・「ほとんどの人は他人を情頼している」では「そう思う」

とrまあそう思う」をあわせて5割弱である○これは自己の信頼と他者の信頼の華簾を表

している。

■そう患う　　　　　■まわそう思う

ご～あまりそう思わない　■そうは思わない

091　20％　　40％　60％　　80％　100％

3，災書に遭うか遭わないかは靂鴨である

2・事故に遭うか遭わないかは霊鳥である

6・今の世の中では一人一人の人間はあまりにも無
力である

1．｛九になるかならないかは1鳥である

8・政治のことよりも自分の生活のほうが大事だ

4・人間がどんなに対簾をとっても、地雷の織讐鐙
蠣らナことはで曹ない

7．今の世の中では自然織義は防ぎようがない

14・いつもやらなければならないことに遇われてい
るように轟じる

18・ふだんr明日は明Fで何とかなる」と患って暮
らしている

18・人鐙1机ナれば、今度は自分が阿っている鴫に靡
かが助けてくれる

12．私は人を什蠣するほうである

5・災亨は人用が白熱を轍義したことに対する徽い
である

17・まわりの人たちと鼻味や考え方が合わないと息
うことがよくある

16・自分が他人にどう患われているのか気になる

9・慮輪のことはtLすぎて自分に仕上くわからな
い

ほとんどの人は暮集約に王轟である

ほとんどの人は他人を僧蠣している

図16　社会慧醜（災害覿・政治意織・情無感など）帥＝1656】

13

2011年度　劇画学院大掌典讐櫨｛■慮研究所　研究徽告会
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13：○【ト14：00

1そう患う　　　■まあそう思う　　′あまりそう患わない　■そうは思わない

0％　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　100％

「

J

．

．

。

図16　天鶴亀（男女・年齢層別）餌＝16描；M＝糾9．F司07】

3．5　リスク賽因への不安感

本｛童では、さまざまなリスク賽臥こ対する不安感を尋ねている。「いつも不軌と「時々

不安」をあわせた数字を見ていくと、最も不安に感じられているのが「がんになること」

で6書けある（図17）。次いで、鳩人情嶋瀾洩J、r交通事故（被害者）」、「火災」であり、

いずれも「いつも不安」とr時々不安」をあわせて6副である。

「交通事故伽害者）」、唯宅倒濃」が「いつも不動と鳩々不安」をあわせて5軋

憧地偽装人「空き巣」、rエレベータ閉じ込め上r戦争上「風水害」、「通り鵬は「いつ

も不安」と「時々不安」をあわせて約4割である。「航空機雷勤、「銀行破軌、「テロ」、

「劃作用」、r食中毒Jは3割以下であった。

例えば、「エレベータ閉じ込め」に朋する不安感を集合住宅居住者h＝126心の階¶（5

階以下と6階以上に区分）を見てみると、高層階居住者の不安感が轟い傾向が見て取れる

【が検定pく．05】個18）．



2011年度　劇百学院大半災書雛鼻鴨虞研究所　研究轟音会
鼻炎疇欄研究会 2012，l．2（土）

13：○【ト14二00

釦‖年率虞　関西学良大隼災富雄｛欄塵研究所　研究¶旨会
震災構外研究会 2012．3．2（土）

1：！：00．14：00

召いつも不安　　●時々不安　　　－あまり不安でない　■全く不安でない

10．自分ががんになること

2．自分の■人情嶋が濃痍すること

4．自分が交通事故の隷書青になること

11．自分の住まいが火災になること

3．自分が交通事故の加書書になること

14・自分の住まいが地雷災害で鋼義十ること

9・自分の買った食品の麓嶋が偽装されていること

1．自分の住まいに空き巣が入ること

1さ．自分が穐轟災書でエレベーターに（じ込められ
ろこと

17．計本が徽●に響き込まれること

は　自分の住まいが1水曹叢書にあさこと

6・自分が通り鷹事件に書き込まれること

8・自分が航空機事故に巻き込まれること

18．自分が粗円している銀行が離艦すること

18．自分がテロ事件に巻さ込量れること

8．自分が集の■作用で韓｛を崩すこと

7．自分が外食せした腋こ食中義になること
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図17リスクへの不安感N＝16開】
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集合住宅高¶離（6離以上：n＝印4）

集合住宅低層隋（5陣以下：n＝870）
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図18　集合住宅居住階とエレベータ閉じ込め不安h＝126月


